
福岡財務支局における多重債務問題への取組み

（令和5年度）

令和６年6月２８日

財務省 福岡財務支局

福岡財務支局では、「多重債務相談窓口」を設置し、専門相談員が借金でお困り

の方からのご相談に応じています。

多重債務相談受付状況

（２） 年代別件数（新規受付）

（３） 債務額別件数（新規受付）

（１） 受付件数（新規・継続受付）
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佐賀・長崎での巡回相談等もご利用できます。相談日等、ご不明な点はお電話でお尋ねください。

（４） 原因別構成比（新規受付）

ご相談の流れ

多重債務
相談窓口

借金や家計について一人で悩まず、お気軽にご相談ください（相談無料・秘密厳守）

受付時間 ： 月曜日～金曜日（年末年始および祝日をのぞく） 9:00～17:00

電話連絡先 ： 福岡財務支局 多重債務相談窓口 092-411-7291（直通）

福岡市博多区博多駅東2丁目11番1号 福岡合同庁舎本館4階

令和５年度も引き続き、低収入・収入の減
少によるご相談が約半数を占めています。

ご相談を受けて借金の全体像を
把握し状況を整理します。

相談者のご意向や状況に沿って
債務整理の方法（※）について
アドバイスを行います。

ご相談内容により具体的な債務
整理の対応先、心の問題の専門
機関、セーフティネット貸付機関
等を紹介します。

債務状況
の把握

アドバイス

専門機関
を案内

裁判所を通さず、
業者と話し合い、
借金の減額や分割
払いの交渉をし、
返済計画を立てる。

裁判所が認める返
済計画に基づき借
金を返済すれば、
元本の一部が免除
される。

裁判所で返済でき
ない状況が認めら
れると、借金の返
済が免除される。

任意整理

自己破産個人再生

裁判所の調停委員
が間に入り、業者
と交渉をする。自
分で手続をするこ
とができる。

特定調停

（※債務整理の方法）

低収入・収入

の減少

72件, 46%

商品・サービス

購入

31 件,20%

ギャンブル, 

15件, 10％

事業資金の補てん, 

5件, 3%

保証・借金肩代

わり, 5件, 3%

借金返済・クレジット

カード, 5件, 3%

医療費,

3件, 2%

その他遊興費, 

1件, 1%

冠婚葬祭, 

1件, 1%

その他・不明, 

19件, 12%

低収入・収入

の減少

64件, 47%

商品・サービス

購入

21件, 16%

ギャンブル

10件, 

7%

事業資金の補て

ん 6件, 4%

その他・不

明

25件, 

18%
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福岡財務支局では、金融基礎知識や判断力の向上のため、あるいは多重債務や金

融トラブルの未然防止などをテーマにした講演会等に無料で講師を派遣しており、学校

関係、地域サークル、企業など、10名前後から100名を超えるものまで様々な団体の

方にご利用いただいています。

＜講師派遣のお問い合わせ・お申し込み先＞

福岡財務支局 財務広報相談室
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目11-1 福岡合同庁舎本館4階
TEL：092-411-5035 FAX：092-477-2255

〇当局講演テーマ（例）
・金融トラブルにあわないために ・多重債務に陥らないために
・日本の財政の現状について ・金融行政について
・九州北部３県の経済について ほか

※令和６年４月に発足した金融経済教育推進機構（J-FLEC)では、金融経済に関する様々なテー
マの講演を行います。 https://www.j-flec.go.jp/

～ 講演後にいただいた声～

～ 講演の様子～

・まだ経験が浅い年代だからこそ、狙われやすい、取り込まれやすい、被害が起きやすい
ということが理解できました。

・若いときにこういう講義を聞いていたら、少しは人生の設計も違ったかなーと思うのが正
直な感想。

・「自分に限って」と思っている人が多いことを改めて感じた。両親と今一度話そうと思う
きっかけになった。

・多重債務問題はあまり身近に問題として意識してこなかった。

啓発・講演活動




